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要 　　　約

川崎医療福祉大学医療技術学部感覚矯正学科視能矯正専攻の教育のあり方を検討するため，大学創

設期から�	年間の入学者���名について入試方法と入学後の学業成績に関する追跡調査を行った．そ
の結果，基礎教育科目の基礎分野において推薦入試者と一般入試者，特別入試者と一般入試者の成績
に有意差があった（��	�	�）．専門科目では推薦入試者が一般入試者に比較して，専門講義，専門実
習共に良好な成績であった（��	�	�）．入学後の成績は，入試形態別に分けて推薦入試者，特別入試
者，一般入試者の順にやや良好であった．この理由として，基礎教育科目の基礎分野は医療福祉に関
連があり，推薦入試者が明確な目的意識をもって入学後，学修したことがあげられる．また調査書と
面接評価を含む入学試験成績が合否判定に用いられる選抜において効果的であったと考えられる．今
後，入試方法の改善ならびに専門科目の基礎，講義，実習の関連付けを強化する必要がある．

緒 言

川崎医療福祉大学医療技術学部感覚矯正学科視能
矯正専攻（以下，視能矯正専攻）では，��年 �月
に開学後，�		�年 �月に�	期生を輩出した．視能矯
正専攻の教育理念は，教育基本法および学校教育法
に基づき，医療と福祉の両分野にまたがる高い知識
と優れた技能を併せ備えた有能にして社会の要請に

応え得る有為な視能訓練士の養成を目的としてい
る����． �		�年��月には視能訓練士カリキュラム
の大綱化がはかられ，�		�年度以降の入学生に対し
ては新カリキュラムでの教育が行われている．また，
カリキュラムの大綱化による視能訓練士国家試験の
検討が行われ，�		�年度卒業生に実施される国家試
験から大幅な変更が行われる予定であることから，
視能訓練士教育の改善・改革に向けた方策の検討が
重要な課題である����．

本学の入学試験（以下，入試）区分では，特別入
試，推薦入試，一般入試が実施されている．特別入
試および推薦入試による入学生は本学を専一に入学
しようとすることから，一般的にはきわめて高い志
向性があるのではないかと考えられる．一方，特別
入試および推薦入試では面接が重視されており，一

般試験よりも早期にかつ少ない試験科目で行われる
ため，一般入試による入学生に比べ，学力的に劣る
ことはないだろうかという不安がある�����．また，
最近では大学教育における入学前学習，入試方法の
多様化，受験機会の複数化など入試方法に関連す
る課題が取り上げられている���．本学においても
�		�年度入学生より入学前学習が実施されるなど教

育の改善・工夫により効果的なシステムの定着化が
図られている．入学後学修する基礎教養科目におい
て，入試形態別の成績に相違があれば，入学前学習
に取り上げて，強化しておく必要がある．そこで，入
学後の履修科目の分野別成績を求めて，入学者選抜方
法と入学後の成績から今後の視能訓練士教育のあり方
について問題点を抽出することを目的に検討を行った．

対象及び方法

�．入試方法別による入学後の成績の比較

　�．�．対象

対象は，��年度から�			年度の入学者��名中，
疾病・進路変更などによる休学・退学者��名および
�			年度入学者の中の留年者 �名の計�名を除く
�		�年 �月までに卒業した���名である．内訳は特
別入試入学者（以下，特別入試者）��名（女��名，

�� 川崎医療福祉大学 　医療技術学部 　感覚矯正学科 　�� 川崎医科大学 　眼科学教室
（連絡先）難波哲子 　〒�������� 　倉敷市松島��� 　川崎医療福祉大学

�
�



�
� 難波哲子・岡真由美・田淵昭雄

表 � 対象者の内訳

����（平成 �）年～����（平成��）年までの年度毎の入学者および入学試験別の入学者数，その合計
と今回の対象者数を示す．（ 　）は休学・退学者数，〔 　〕は留年者数を示す．
今回対象者は休学・退学者および����年度入学者の中の留年者を除く．
特別入試者 　��名－�名（休学・退学者総数）＝��名
推薦入試者 　��名－�名（休学・退学者総数）－�名〔����年度の留年者数〕＝	�名
一般入試者 ���名－�名（休学・退学者総数）－�名〔����年度の留学者数〕＝�	�名

男 �名），推薦入試入学者（以下，推薦入試者）�名
（女��名，男 �名），一般入試入学者（以下，一般入
試者）���名（女���名，男��名）である（表 �）．

　�．�．入試方法

入試方法は，特別入試（��年度から特別推薦入試
を実施して，��年度入試から名称変更）が評価平均
値を問わず，社会人も含めた本学への入学を強く希望
する人を対象とする．推薦入試は現役高校生で本学を

専願して，評価平均点���以上の人が対象である．視
能矯正専攻の募集割合は，特別入試が入学定員��名

（�年 �月から�	名に定員増）の�	�，推薦入試が
�	�，一般入試が�	�（�年度入試から前期�	�，
後期�	�）に分かれる．試験科目は年度によって変
遷はあるが，特別入試，推薦入試では英語小テスト
（英語 �・��），小論文および面接，一般入試では英語
（英語 �・��・���），選択科目（文系・理系），総合科
目（一般入試後期に実施）および面接である．
入試時期は，�期生の推薦入試が �月下旬，一般

入試前期が �月上旬，一般入試後期が �月下旬であ

る．�期生��	期生の入試時期は，特別入試が��月
中旬，推薦入試が��月上旬，一般入試が �月上旬で
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ある．・�	期生については，さらに一般入試後期
が �月中旬に実施されている���．

　�．�．履修科目

　�．�．�．基礎教育科目

科目群呼称は��年度当初には一般教養科目とし
て発足し，��年度および��年度は教養科目に
変更している．��年度には呼称を共通科目とし，
��（平成 �）年度から単位数は�
単位から�	単位
に減少している．�年度から基礎教育科目と呼
称を変更したが，単位数は�	単位である．今回，�

期生から�	期生の履修科目についてまとめるにあた
り，一般教育科目を人文科学（以下，人文），社会科

学（以下，社会），自然科学（以下，自然）および基
礎教育（以下，基礎），外国語科目（以下，外国語）
に分ける．人文では△哲学，△文学，○心理学，△
芸術，△文章表現論，社会では△法学，△日本国憲
法，△社会学，△民俗学，○教育学，△経済学，自然
では○数学・統計学，○物理学，△化学，○生物学，
○生物学実習，△コンピュータ入門，基礎では○生
命倫理学，△生命科学，○医療福祉学概論，△文化
人類学，△情報学概論，外国語では○英語，○独語，

△中国語，△仏語，△コリア語がある（表 � �）．（ただ
し，科目名の前の○印は�
年度視能矯正専攻の必修
科目または履修すべき科目，△印は選択科目を示す．）
　�．�．�．専門科目

専門科目では専門基礎，専門講義，専門実習に分
類する．専門基礎では，○医学概論・関係法規，○
医学用語概論，○公衆衛生概論，○社会福祉（含実
習），△脳の解剖・生理学，△胎生・遺伝学，○臨床
心理学，△脳波学，△画像診断学，○精神衛生，○解

剖学，○解剖学実習，○生理学，○生理学実習，○病
理学，○病理学実習，○保育，○保育実習，○小児
病学，△リハビリテーション医学，△内科学，△脳・
神経・精神医学，△発達心理，△学習心理，△言語
心理，△脳性麻痺・重複障害が含まれる．専門講義
では○生理光学，○視覚生理学，○眼疾病学，○眼
科薬理学，○神経眼科学，○視能矯正学総論 �・��，
○視能矯正学各論 �・��，専門実習では○生理光学実
習，○視覚生理学実習，○眼疾病学・眼科薬理学・

神経眼科学実習，○視能矯正学総論・各論実習 �・
��・���，○卒業研究が含まれる����	�（表 � �）．（ただし，
科目名の前の○印は�
年度視能矯正専攻の必修
科目または履修すべき科目，△印は選択科目を示す．）

　�．�．成績評価

成績の評価は，担当教員が試験の結果および受講
状況等を総合して行った．すなわち，優は
	点以上，

良は�	点以上
	点未満，可は�	点以上�	点未満，不
可は�	点未満で表示し，可以上を合格とした．再試
験の合格者の成績はすべて�	点とした．視能矯正専
攻では卒業に必要な単位数は基礎教育科目�	単位

以上，専門科目

単位以上，卒業単位��
単位以上
（�����年度入学生は��単位以上）である�	�．
授業科目の単位は，��時間の学修を必要とする内容
をもって �単位とし，授業の方法に応じて基準を設
けて計算した．すなわち，講義は��時間から�	時間
の授業をもって �単位，実習は�	時間から��時間の
授業をもって �単位とした．
成績は，基礎教育科目と専門科目に大別して求め

た．基礎教育科目では人文科学，社会科学，基礎教

育，自然科学，外国語，健康体育の �分野から健康
体育を除く �分野について，必修科目と選択科目を
合わせて分野毎に�		点満点で平均点を算出し，合
計�		点満点で集計した（表 �）．専門科目では専門
基礎，専門講義，専門実習について各�		点の計�		

点満点で集計して，個人および入試方法別に平均点
を求めて比較検討した．ただし，成績は �回目の履
修時に�	点未満で不可と評価され，再履修時に�	点
以上で合格した場合の成績は，�回目の履修時と再

履修時の成績の平均点で表した．
統計学的有意差は分散分析で危険率 � �未満，相

関は相関係数を求め，重回帰分析を行った．

結 果

�．入学後の動向

入試形態別の入学者数，退学者，留年者および退
学留年未経験者の割合を調べた結果は表 �の通りで
ある（表 �）．退学者の割合は一般入試者が����，留
年者の割合は推薦入試者が����と最も少なかった．

退学留年未経験者の割合は推薦入試者が
���，一
般入試者が
��
�，特別入試者が
	�
�であった．

�．入学後の動向

成績は，特別，推薦，一般の �群の入試別に，基礎
教育科目を人文，社会，基礎，自然，外国語の �分
野，専門科目を基礎，講義，実習の �分野に分けて各
�分野�		点満点で求め，平均点�標準偏差で表した．

　�．�．基礎教育科目の成績

基礎教育科目では特別入試者の成績が，社会，基
礎，外国語の �分野においてやや良好な成績であっ
た．推薦入試者では人文と自然の �分野においてや
や良好な成績であった．中でも基礎では特別入試者
と一般入試者，推薦入試者と一般入試者との間に統
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表 � 履修科目の分類表

計学的有意差があった（��	�	�）．しかし，基礎教
育科目全体においては，入試形態別の成績に大きな
差はなかった（表 �）．

　�．�．専門科目の成績

専門科目では推薦入試者が基礎，講義，実習共に

やや良好な成績であった．入試形態別に見ると推薦
入試，特別入試，一般入試の順にやや良好な成績で
あった．専門科目の中でも，講義と実習において推
薦入試者と一般入試者の成績間に有意差があった
（��	�	�）．しかし，専門科目全体でも基礎教育科目
全体と同様に成績に大差はなかった（表 �）．

�．入試形態別の基礎教育科目および専門科目の

成績

入試形態別に基礎教育科目の �分野を計�		点，専
門科目の �分野を計�		点として成績の相関を求めた．

　�．�．特別入試者

学生数��名の成績は，基礎教育科目と専門科目の
間に強い相関があった
（��	��
�������
��，�� �	���）（図 � �）．
　�．�．推薦入試者

学生数�名の成績は，基礎教育科目と専門科目の
間に相関があった
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表 � 履修科目と配点

表 � 入学後の動向

表 � 基礎教育科目の分野別成績

成績は平均点±標準偏差を示す．�は 
�����

（��	�����������，�� �	��
�）（図 � �）．
　�．�．一般入試者

学生数���名の成績は，基礎教育科目と専門科目
との間に強い相関があった

（��	���	��������，�� �	����）（図 � �）．

　�．�．視能訓練士国家試験不合格者

国家試験不合格者が，推薦入試者に �名，一般入
試者に �名いたが，�名とも基礎教育科目および専
門科目の成績は平均点以下であった．
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表 � 専門科目の分野別成績

成績は平均点±標準偏差を示す．�は 
�����

図�� 特別入試入学者の基礎教育科目と専門科目の成績
（�	��）

図�
 推薦入試入学者の基礎教育科目と専門科目の成績
（�	��）

図� 一般入試入学者の基礎教育科目と専門科目の成績
（�	���）
図の横軸は基礎教育科目の合計点（���点），縦軸は
専門科目の合計点（���点）を示す．

考 按

入試方法の違いによる入学後の成績を基礎教育科
目と専門科目に大別して検討した．その結果，基礎
教育科目全体では，特別入試者，推薦入試者，一般
入試者の順に，専門科目全体では推薦入試者，特別
入試者，一般入試者の順にやや良好な成績を示した．

基礎教育科目の基礎においては推薦と一般入試者，
特別と一般入試者の間に有意差があった．この理由
として，基礎には医療福祉学概論，生命倫理学など
の医療福祉関連科目があり，特別入試者・推薦入試
者が明確な目的意識をもって入学して学修を行った
ことが良好な成績につながったと考えられた．また，
基礎教育科目では選択科目が多く，学生が興味をも
つ，自信がある，単位を修得しやすい科目を選択し
た結果であるといえる．さらに，調査書と面接評価

を含む入試成績が合否判定に用いられる選抜に効果
をもたらしたと考えられる．
専門科目では，基礎，講義，実習の成績に関連性

が見られ，専門科目の講義と実習において推薦入試
者と一般入試者の間に有意差があった．これは推薦
入試者の留年者が少ないことが考えられる．特別入
試者の留年者は �名（�����）であるが，疾病療養
あるいは進路変更等が主な留年理由であり，成績と
の関連は少ない．特別・推薦・一般入試者において

基礎教育科目と専門科目の成績には相関があった．
国家試験不合格者 �名中 �名は一般入試者，残り �

名は推薦入試者であり，基礎教育科目，専門科目の
成績が平均点以下であったが，次年度実施の国家試
験に合格した．今後，質の高い視能訓練士教育を行
なうには，入学選抜方法と入学後教育の検討の必要
性が増すと考える．その方策として，��入試面接に
おいて視能矯正専攻への目的意識と入学後の学習意
欲の高さを確認する，��面接評価を重視する，��入
学後 �� �年次生での基礎教育および専門基礎科目
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は，可能な限り臨床と直結した形で履修できるよう
カリキュラムおよび時間割等を改善する，��医療専
門職への動機づけの維持と向上を計るなどがあげら
れる．

�		�年に「視能訓練士学校養成所指定規則」の改
正，�		�年に「視能訓練士国家試験出題基準（平成
��年版）」が厚生労働省より相次いで発表された．視
能訓練士教育の現場で，新しい基準でどのように対
応するか，著しい発展を続ける眼科学・眼科医療に
即した教育内容の改正はもとより，それを教授する
教員の養成および再教育が重要である�����．
推薦入試者の成績が良好なことは，他の医療職種

を養成する追跡調査からも明らかであり，大学での

成績が国家試験にも強く反映されるため，面接評
価を含めた入学試験選抜方法を再考する必要があ
る������．入学後に退学，留年を経験することなく，
�年間で卒業して国家試験に合格して視能訓練士免
許を取得することは，視能訓練士教育の立場から最

も望ましい経過である���．この経過をたどる学生
は，推薦入試者，一般入試者，特別入試者の順に多
い．本学では全学的に�		�年度入学生より入学前学
習が実施される．今後，入学年度別の成績，入試成

績と学内成績との関連を調べ，比較検討する必要が
ある�
�．

結 論

視能矯正専攻における入試形態別の基礎教育科目
および専門科目の成績を比較した結果，推薦入試，
特別入試，一般入試の順に良好な成績であった．こ
れは，推薦入試者の目的意識が高く，調査書と面接
評価を含む入試選抜の効果であると考えられる．

本研究を実施するにあたり，データの抽出にご協力いた

だきました川崎医療福祉大学事務部教務課 課長高橋誠氏

に深謝申し上げます．
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